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そらぷちキッズキャンプ　サマーキャンプ2013　キャンプレポート
キャンプ概要

そらぷちキッズキャンプ　サマーキャンプ2013　キャンプレポート
キャンプ概要

2013年 8月22日（木）～8月25日（日）3泊4日、北海道滝川市丸加高原　公
益財団法人そらぷちキッズキャンプ　キャンプ場にて、夏のキャンプを実施しました。

期間：2013年 8月 22日（木）～25日（月）3泊4日
キャンパー：小児がん　寛解期（子どものみの参加）

　キャンプは馬とのあいさつから始まり、毛並みを整え、エサやり等の馬との触れ合い、そして乗馬を楽しむことがで
きました。あいにく雨に見舞われる日もありましたが、屋内でのそらぷちオリンピックの開催や天候の合間をぬっての
屋外キッズアーチェリーも楽しい思い出となりました。 丸加高原の大自然の中で思いっきり遊びながら、年齢の違うグ
ループの中で、多くの出会いと一緒に喜びを分かち合う仲間ができたキャンプでした。

2013年8月22日（木）～25日（月）3泊4日

北海道滝川市丸加高原　
そらぷちキッズキャンプ　キャンプ場

17名
参加地域：関東11名　関西３名　中部 １名　　　　　　　　
東北２名

約30名
ボランティア（医療従事者、事前研修を重ねた
ボランティアなど）

共催：公益財団法人そらぷちキッズキャンプ
協力：公益財団法人がんの子どもを守る会、
　　　北海道障がい者乗馬センター、
　　　滝川アーチェリー協会ほか　
後援：滝川市、滝川医師会ほか (一社 )
　　　日本公園緑地協ほか
協賛：全日本空輸（ANA）ほか

日　時

場　所

実施体制

スタッフ等

キャンパー

【１日目】　8月22日（木）

移動

開村式、馬とのあいさつ

馬のお世話 (グルーミング、エサやり )、
オリジナルTシャツ作り

馬プログラム、馬クッキーづくり、森散策

フリーアクティビティ―

そらぷちオリンピック
キッズアーチェリー

キャンドルセレモニー

閉村式

移動

【２日目】　8月23日（金）

【３日目】　8月24日（土）

【４日目】　8月25日（日）

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

夜

夜
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サマーキャンプ2013　フォトギャラリー（１）サマーキャンプ2013　フォトギャラリー（１）

乗馬前の馬とのふれあい

何して遊ぶか相談中…

ツリーハウス探検
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サマーキャンプ2013　フォトギャラリー（２）サマーキャンプ2013　フォトギャラリー（２）
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サマーキャンプ2014　参加者からのメッセージサマーキャンプ2014　参加者からのメッセージ

　初めてアーチェリーをやってすごく楽しかったし、上手いと言われてうれし
かったのもあり、高校で弓道部に入りたいと思った。そらぷちは病気で自分と同じ
辛い思いをした子ども達がわかちあえる場所であり楽しめるキャンプだと思う。

「楽しかったアーチェリー」 

「馬とのふれあい」 

「大きな自信になる」

キャンパー：14歳女子 

キャンパー：11歳女子と保護者

 キャンパー：10歳女子と保護者

　乗馬の時に前の馬が大量におしっこをしてしまったと笑って話してくれました。
乗馬での競争や馬車を運転したことなど馬とのふれあいが印象的だったようです。
子どもは「病気になって大変だったこともあったけど、そらぷちにも行けたし、友達
もたくさんできていいこともあるね」と言っていました。（保護者より）

　同じ病気の子とハイタッチした事、初めは緊張していたけど、周りの子ども達
がとても明るくて直ぐに自分本来の姿を出せた事。自分の病気、障がいをポジ
ティブに受け止めることが日常生活ではなかなかできない中で、その様にできた
という事は大きな自信にもなりとても意味ある事だと思います。（保護者より）

「仲間との再会」 キャンパー：12歳女子 
　以前、病院で一緒だった子とキャンプ場で再会。お互い成長していたところに感動。心と体がリラックスした。今の生活では
色々なことを話せないが、同じ経験をした仲間と心おきなく話すことが出来て良かった。夢のような4日間だった。

「子どもを預けている間」キャンパー：7歳男子の保護者
　自然の中で楽しい思いをたくさんし、身体と心が活性化されて、とても生き生きとして帰って来たのが素晴
らしいと思いました。親にとってはいつも子どもの病気や命のことを考えない日はありません。キャンプの
間、医師の先生や看護師さんと一緒で子どもの体の事は安心してお預けしていました。発病してから5年間、
気を抜く時はありませんでしたが、数日の間、肩の荷を下ろした気持ちでひと息つくことが出来ました。また
がんばっていこうと思えました。（保護者より）




